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【H.15/2/8】

平成 14 年度のスケジュール

③協働事業の可能性について考える。 

 

第 3 回ワークショップ【H.14/11/17】

『協働事業の指針を考える』 

① 協働事業実務の検討のポイントを整

理する。  

第 4 回ワークショップ【H.14/12/8】 

『協働事業をシミュレーションする』 

① モデルプロジェクトを通して指針の

課題を点検する。  

『協働事業推進の問題点を整理する』 

① 残された検討課題を確認する。 

 ■■■大和市協働ルールワークショップだより 
平成 14 年
まちづくりハウス･大和市市民活動課 

第 2 回 

 今回のテーマは「協働事業のイメー

でした。第１回ワークショップの内容

確認をした後、事務局から協働事業に

いて説明を行いました。そして、委員

があった事業アイデアについて何人か

明がありました。 

 次に、提案されたアイデアのひとつ

について、４つのグループごとに協働

企画提案書をつくる作業を行いました

ごとに様々な議論が行われていました

 最後に企画提案書の発表が行われ、

いて提案者の小杉さんからコメントが
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ジを共有する」

を記録をもとに

関する現状につ

公募の際に提案
 
 
 
 
 
 
 

第 1 回ワークショップ【H.14/9/23】 

『新しい公共を創造する市民活動推進条

例の精神を確認する』 

①「新しい公共を創造する市民活動推進

条例」の精神を確認する。 

②今年度の検討事項を整理し、ワークシ 

 ョップの目的を確認する。 
の提案者から説

「おぢバンク」

事業としての

。各グループ

。 

発表内容につ

ありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 回ワークショップ【H.14/10/14】

『協働のイメージを共有する』 

① 協働事業の課題を整理する。 

 ・市民事業､行政事業との比較検討 

② パイロット事業を企画する。 

 （住まい､子育て､高齢者･障害者､環境共生､ 

  リサイクル） 
 

 
◆ワークショップ型シンポジウム 
 昨日１０月１４日の午後、第２

回ワークショップが、市民・スタ

ッフあわせて２３名のメンバー

により開かれました。また入間市

の市民・職員の方３名がオブザー

バー参加されました。 
 今回のワークショップは、具体的な企画提案書をつ

くる作業を通して、協働事業についての理解を深める

ことが大きなねらいでした。実際に提案書をつくるの

はかなり難しい作業であるにもかかわらず、皆さん真

剣に取り組んでいただき、様々な視点からの提案がさ

れました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

A.市民活動の
 独自領域 

B.市民活動主導型 
C.市民活動･行政 
 対等型 

市民活動と行政の協働領域 

◆現在行政事業を見直す「事務事業評価」の中で、“協働領域”の整理を進めている。

◆市民活動推進条例の第１０条に記されている“行政のやるべきこと”を明確にし、

施策の体系化をするため、とっかかりとして、市の全事業を、５つに分類している

【下図の A～E 参照】。 

◆行政主導⇒協働でできるものをピックアップし、協働の可能性を検討。 

 

②今後､どのよ 
 うに行なって 
 いくべきか？ 
 【目標設定】 

D.行政主導型 E.行政の独自領域 

 
 
 
 
 

◆今後、市民・事業者が新たに提案し、実現できるようなしくみづくりを考えたい。

③協働でできることを検討、 
 推進していく 

①市の事業が 
 どこに位置 
 づくか？ 
【現状確認】 
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◆大地震は

準備してお

◆防災上の

域ごとのマ

◆避難訓練

 
 
 
 

 ■■■大和市協働ルー
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住民参加と協働の拠点 

◆みんなで話し合ってまとめていくワークショップは、住民参加の手法として優れて

いると思うが、どうやっていいかがわからない。もっとこのやり方が広まれば･･･。

◆市民団体は、まだまだ小さな規模のものが多い。大規模な団体と格差が開かない

よう、情報交換等のネットワークを結ぶ拠点として、「協働の拠点」がぜひとも必

要だと思う。 

 
 きめ細かい防災対策と助け合い活動
協働推進会議準備会の委員の方から、提案された協働のアイディアについて紹介

ていただきました。 
ずくることがわかっている。今のうちに、備えられることを考え

必要がある。 

題は地域ごとに異なる。市の防災マニュアルよりもっと細かい地

ュアルをつくるべき。 

共に、救助や消火活動についてもしっかり目を向ける必要がある。 

病時保育や一時預かり保育の協働事業化 

ルワー
◆チャイルド・ケアをやっていて難しいのは、病気の子どもを預かること。

現在大和市にはそういったサービスがなく、公共の保育所にそういう体制

を取るとなると、仕組みを予算も大掛かりになってしまい負担が大きくな

り難しい。個々の施設と病院、専門家がつながるなど、小さなところから
でき

クショ
るところは必ずあるはず。 
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まちかど一言提言・会議の方法 

 
◆この WS に参加していて、参加者は決まったメンバーばかりである。

外に出て行って、まちかどでインタビューして、一言提言してもらっ

たらどうか。 

◆WS の際、自己紹介に時間がかかり、効率悪く感じる。名前と住所

くらいの簡素なものにしたらいかが。 

 
 
 
 
 

腎友会・ヘルパー育成事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⇒その情報を防災マニュアルに反映させたい。 

 

ちょっと質問！Ｑ＆Ａ 

◆腎友会は人工透析患者のための移送サービスを行っているが、採算性が非

常に悪い。 

◆患者の移送サービスを何とかタクシーより安く提供したいと思ってこのサ

ービスを始めた。現在、事業費は 5Km まで 800 円、うち 600 円をボラン

ティアに、200 円を通信費など必要経費に充てている。毎月赤字。 

◆市からの助成も受けているが、頼ってばかりという訳にもいかない。 

⇒市のホームヘルパー養成講座は定員以上の応募があり、希望者全員は受け

られない状況にある。自分たちでホームヘルパー養成事業をやりたい。現在

鋭意準備中。 

A．そこをつかれると、痛いところである。委託でも、市民と行政が、内容などを話し

合える場があれば、協働事業と言えるのではないか。 

→ぜひこの場で話し合って欲しい。 

「おぢバンク大和支店」の提案者である小杉さんに､イメージを説明してもらいました。 

市民活動課･井東さん 

◆市民が「未来を生

 ■■■大和市協働ルールワー
◆同じブロックに住んでいるＳさんは花札の名手。会って話してみなければ

わからなかった。そういった人材――市民活動推進条例で言うところの「社

会資源」がもっと埋もれている。 

◆これから団塊の世代が高齢社会のキーワードを作っていく。会社をリタイ

アし、社会に出ていき、「会社人」から「社会人」へ。 

◆企業戦士として培った技術、能力、情報を持った｢おぢさん｣の人材バンク

が「おぢ BANK」。 

◆多摩市の NPO センターのように、これから増えるだろう学校の空き教室

も活動の拠点にできないか。 

◆総合的学習に教師が対応できていない。学校の先生との協働の形がありう
るので

 み出す

クショッ
 Q．ホームヘルパー育成支援のような委託契約も協働事業なの？
◆神奈川県腎友会は会員 3,500 名ほどいて、防災手帳に様々な情報を記載している。
は。 

糧」となるようなフィールドを作っていきたい。 
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市に｢場所の提供｣な

ど以前からお願いし

ていることが実現し

ていない。 
 

｢有償か､無償か｣

の区別をどうする

か。 
 

市民はまず

｢登録｣する

 

子ども⇔おぢ･おば 

両方向にいい影響を

及ぼすように 

グループに別れて、「おぢ BANK 大和支店」の企画書を作成しました。 

男女協働参画の

時代！「おば」

も入れる。 
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社会を活発にす

るための手順 
 

事 務 局 を ど う

するか?が問題 
 

自 己 の で き
る こ と を 貯
めておく場 

銀行はつぶ
れちゃうけ
ど･･･ 

女 性 も い
るけど･･･

個人の趣味だ

って｢能力｣! 
 

地域間の格差
をなくすコー
ディネートを。
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お 得 な お 買

い物!! 

 

ｸﾗﾌﾞﾁｰﾑ数が
15～20 くら
いだから､１校
あたり派遣は
20 名ほど 

最近低下傾向

の学力､思考力

をつける！ 

 

例えば､ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ

ﾋ ﾞ ﾙの見学会など

で､情報や技術を子

どもたちに伝える 

最近、部活がどんど

んつぶれている! 

 

＜本丸＞が最
終目標だが、
まずは外堀を
埋めていく。 

｢おじ｣と｢おぢ｣の違

いは､｢住民｣と｢市民｣

の違いと同じ。積極的

に社会に関わるのが

｢おぢ｣さん。 

｢支店｣は中央集

権的な感じがす

るので削除 

 
今回は､教育や

ｽﾎﾟｰﾂ､芸術関

係の人材に絞

って検討した 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢大胆さ｣｢積極性｣
こそ市民活動の醍
醐味！ 
 

協働事業を｢事業｣
として考えるのは
大変なことなんだ
なあ･･･ 
 

とりあえず鉛筆・紙代
とかに困らない程度
で､小さく始める。 

提案者･小杉さんからの総評 

43 歳＝ノーベル
賞がもらえる歳!?
だから！ 

学校を対象にするの
はいい PR になる。 
でも果たして予算は
つくか･･･? 
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○みんなで考えてもらって大変広がった。 

○なぜ「おば」さんではなく、「おぢ」さんか――地域には輝いている女性が多

いのに対し、「おぢ」さんが漂流しているように感じた。 

○市は情報を資源として開示して欲しい。場所も必要だが、埋もれている情報

をしっかり整理して提供して欲しい。 

○タレントプロダクションのようにみなが集えるセンターがあって、我々がま

ちなり、地域なり、学校なりに入っていくことによって地域が活性化されれば。 

○予算のイメージはこれから考えていかなければ。 
 
 
 
 
 
 

○とにかく市民主体でやっていくことが大事。 

○協働事業の課題は、市民団体が技術や情報を活用するときに、コーディネ

ートをする事務局の体制をどうするか。 

○会費 1,000 円という話もでたが、その額で事務局はとてもまかないきれな

い。行政の支援も必要となろう。 

○人材をコーディネートする人材の育成が必要。 

○おぢバンクもできることをしっかり位置付けていけば、十分協働事業とし

て成立する可能性がある。 

市民活動課・赤堀さんより 
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◆協働事業の事業
費は行政からの資
金で運営するので
しょうか？ 

 

◆今日は協働事業のイメージをつかみ
たくて途中から参加させていただい
た。熱心な市民がたくさんおられる様
子で勇気づけられるものがある。テー
マはたしかに事業という点からすれ
ば、まだ、予算やマーケティングの点
で課題は多いと思うが、今後時間経過
を通じより具体的に詰めるなかで実現
性が議論されることだと考えている。 

◆おじ BANK を題材に話
し合うことになったが、な
かなか一つのことを上げる
のも大変なことだと思いま
したが、良い話し合いだっ
たと思いますし、ヒントが
沢山あったと思います。 

◆ベテランと初心者
が混合されていてま
とめるのに苦労した。 
◆コーディネーター
に良い人がほしい。 

◆おち BANK のアイデ
アにこだわり教育問題
にしぼられ幅の狭い協
働事業の検討になって
しまった。 

◆１年ぶりに WS に参加して
あまり進歩が感じられない。
その最大の要因は、「市」とし
てこの１年間何をしてきたの
かが見えてこない。種々の検
討をするのは良いが、頭だけ
進んでも意味がない。行政は
できるところから速やかに実
施することが肝要。 

◆ワークショップで議
論を重ねても、現実に
目に見える”形”が動
いていないと話しがし
ずらい。具体的な話し
をするのなら、次回の
ワークショップで結果
がでていることが望ま
しいと感じた。 

◆限定された内容の中でのツ
メがむずかしかった。グループ
ごとに災害、おじ BANK、子
育て等興味のある分野にグル
ープを分けそして、話し合った
方が発展性があり、深い意見が
でたのではないでしょうか？ 

◆本日はじめて出席しました。 
テーマの設定も大変楽しく
種々提案させていただきまし
た。行政と市民活動の限界の難
しさを改めて認識しています。 

◆初めての参加のため、充
分な事業の本質の把握がで
きておりませんでしたの
で、及び腰になってしまっ
た。本事業に対する一般市
民に対する広報ーアピール
ー理解などを行政は充分
（説明の義務）に行なって
ください。期待しています。

◆協働事業として、具体的に提案
されたテーマをもとにグループ
討議を行なって提案の素案を作
るのは良いやり方だったと思う。
事業として成立させるにはかな
り無理があると思うが、先ずスタ
ートすることが大切だと感じま
した。スタートすれば自分も参加
します。 

◆大変良い体験学習ありが
とうございました。厚く御礼
申し上げます。今後ともよろ
しく、ご指導ご鞭撻をお願い
致します。取り急ぎ書面にて
失礼いたします。 

◆「社会資源」という
ことばのイメージが
より具体的・リアルに
なってきました。おじ
BANK の提案者とし
て、しつこくこの中身
をつくってゆきたい
と思います。様々な役
に立つ意見をありが
とうございました。 

◆協働事業を具体的に企画
するのは、大変な作業でした
が楽しかった。「事業」とい
うのは･･･大事（おおごと）
です。採算ということを考え
なければならないので･･･。
すぐに行政に頼ろうという
考えはやめたい。 

 
 
 

 ■■■大和市協働ルールワークショップだより

次回のお知らせ 

第 3 回大和市協働ルールワークショップ 

日時：平成 14 年 11 月 17 日（月）13:30－16:30   

場所：コミュニティセンター鶴間会館 ２階集会室 

テーマ: 『協働事業の指針を考える』 
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